
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A: 子ども会の活動は、「よりよい地域づくりや豊かな心を育む教育」など、SDGｓの達成に向け

た活動と言えるので、子ども会の理念に沿った活動であれば事業（補助金）の対象となる。 

 

 

A: 例えば、地域に広く「参加募集チラシ」を配布したり、市町の広報誌に掲載したりなどの方法

で周知した場合をいう。地域住民に向けた活動であれば、他団体同士の連携も、学校との連携も対

象となる。 

 

 

A: 食費やお土産など受益者負担対象のものを除き、活動に係る経費を対象とする。 

例えば報償費は、講師だけでなく団体の指導者も対象となる。事前準備や打ち合わせなどにおける

旅費も対象となる。調理実習など飲食が目的の活動なら、活動費として対象となる。作ったものを

お土産として持ち帰る場合も対象となる。（活動のためのバス借り上げ代も対象） 
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第６号 

（全正会員・市町事務局） 

（県子連事務局）〒９１８－８１３５ 福井市下六条町１４－１  

福井県生活学習館内 （火～金 9 時～4 時 45 分） 

ＴＥＬ：０７７６―４１－３９０８  ＦＡＸ：４１－３９１６ 

        メールアドレス：f-cdomokai@ia0.itkeeper.ne.jp 

県子連 HP→  

SDGｓ？ 

地域との連携？ 

補助対象経費についてもうちょっと詳しく？ 

JL育成指導者・ユースリーダー合同研修会は延期！ 

（7月 25日開催予定だった研修会） 

期日：１０月 24日（日）午後１：３０～ 

会場：生活学習館 

内容：①県ユースの活動報告 

   ②市町子ども会のジュニアリーダー育成活動報告 

   ③ほか 

募集：改めて９月初旬に案内します。 

新日程 

県教育庁より＜その１：福井県新型コロナウィルス感染拡大防止対策チーム ６月２４日付事務連絡＞ 

「福井県緊急事態宣言」発出に伴う県民への周知について 

 ・・・今後の感染拡大を防止するため、福井県緊急事態宣言の要請内内容について、別添えのチ

ラシを作成しましたので（後略）。また、今回の感染の特徴を踏まえ、緊急事態宣言発出後も屋外

の散歩や買い物、通院、学校活動（部活動を含む）、スポーツ少年団等の活動、公共施設・グラウ

ンド等の利用などの日常生活（チラシに掲載の県民への要請事項を除く）については、感染対

策を徹底のうえ、通常通り継続するよう呼び掛けていますので、併せて周知願いま

す。（鑑文書より転記、添付してあるチラシの最下段にも注目ください。） 

 

 

 

壁新聞制作ガイドについて（再掲） 

市町子ども会において壁新聞制作講

習会が開催されることと思います。 

市町子ども会宛てに「制作ガイド」の

データ（パワーポイント）を送付して

ありますので、ぜひご利用ください。

（修正加筆など自由です。） 

県教育庁より＜その２：「社会教育団体活性化事業～社会教育×SDGs で地域応援プロジェクト」＞ 

★県子連への申請締め切りは７月１５日です。応募を検討している子ども会はありませんか？ 

★下欄に Q／A の一部を再度紹介しますので、参考にしてください。↓ 


